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今年度を振り返って

社団法人町田法人会会長三 +喬 忠 正

早春の候、会員の皆様におかれましては益々ご

健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より会務

運営に関しましで多大なるご協力を賜わり心より

御礼申し上げます。

さで今事業年度も 3月末をも って終了致します。

今年度は、 地区会の より活性化を 目途とした地区

再編成、全法連 100万社達成の会員増強運動等、

特筆すべき活動がいくつかございました。地区再

編成に関しましては従来の 7地区会を14地区会へ

と細分化、きめ細かな情報伝達と事業活動への身

軽な取り組みを目指しましたが、地区別研修会の

開催状況等を見るに、当初の狙い通り機能してい

るように思われます。

会員増強に関 しましでは、例年活発な活動がな

されていますが、とりわけ今年度は全法連 100万

社達成という大きな目標に向けて会員の皆様の絶

大なるご協力を賜わり、無事割り当て数を達成す

ることができました。町団法人会にあ っては、東

法連46法人会中でも加入率に於て常に上位にラン

クされております。毎月開催しております会員数

調査定例会での、加入歓奨に向けての活発な論議

も高加入率維持に大いに寄与しているところと思

います。

共済制度連絡協議会も各保険会社事業団との緊

密な連携により、これまた東法連傘下にあ って各

制度とも高加入率を示しています。その他、公開

講演会を始めとする各種研修会の実施、 In丁目税務

署の皆様の多大なご協力を得て催された、源泉、

青年、婦人部会の日常的な活動等、今年度は例年

にもまして活発な活動がなされたと思います。

来年度は、既に理事会でも審議をされておりま

す会員名簿作成という大きな事業を控えでいます。

会員名簿作成特別委員会が構成され、椋動を始め

ています。各種事業に加えまして、名簿作成に関

しましでも、会員の皆様の倍旧のご支援をお願い

申し上げます。

会報に皆様のご意見を

会報作成に当たりましでは、日頃より皆様のご

協力を賜わり、誌上を借りて厚く御礼申し上げま

す。年4回の会報発刊 と年10回の法人会ニ ュース

の発行が、広報委員会事業の柱となっております。

今年度は今号が最終号になります。永く続けて参

りました現在の会報の体裁を、次号から少し変え

てみたいと思います。広報委員会でも表紙を含め、

体裁の変更を検討しております。盛り込む内容、

文字の大きさ 、字組みの型等、これを機会に会員
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広報委員長井之上哲夫

の皆様からご意見を承りたいと思います。何かご

意見がございましたら 、事務局までお申しつけい

ただきたいと思います。

なお、現在は会員への配付を、手配りを原則に

行って参りましたが、これも郵送の方法へと検討

を進めています。

今後とも会報作成にご協力を賜わりますよう、

宜敷くお願い申し上げます。



渡部

「一取締役でなくても役員になる場合がある………e……一

L一一昏…一一一一一一一…一…一一一…一…一…一…一…一一一…一……一一……，一………e……，一…e一，役員賞与は損金不算入'…一…一一……一…….-一……一一…，一.

|機製滋援護!長! 日 1)山アク刊ーの崎業を営山る同

Adl 族会社である。代表者は発行済株式の60%を所有しているが、他

に別法人であるレストランを経営しているため、 A社の販売方針、資金計画等の決定はすべて代表者の

妻である甲が行っている。

甲は株式を所有しておらず、商法上の取締役でもないので、甲に対する賞与は全額損金として経理し

ていた。

ところが、税務調査で、甲は役員とみなされるとして、甲に対する賞与は全額利益に加算された。

〈ケース 2) B社は、代表者乙がX社に対して行っていた保証債務 550万円を当期X社が倒産した

ことに伴い、肩代わりして返済した。その後、 X社の資産状況、支払能力からみて回収することが困難

であることが明らかになったので、決算期に貸倒損失として処理した。

ところが、税務調査で、貸倒損失とした 550万円は、代表者乙に対する役員賞与であるとして利益に

加算された。

急ぜ否認すおたか| ケース 1は役員の範囲を正しく認識していなかったために否認

相…………日品目・..........叩……|された事例です。

法人税法上の役員には、商法、民法等に規定する役員のほか、法人の使用人以外の者で、その会社の

経営に従事している者、または、同族会社の使用人のうち、次の要件のすべてを満たしている者で、そ

の会社の経営に従事している者が含まれます (令 7、71①四)。

① その使用人が同族会社であることの判定の基礎となった株主グループに属していること。

② その属する株主グループの持株割合が10%を超えていること。

③ その使用人 (その配偶者およびこれらの者の持株割合が50%以上である他の会社を含みます)の持

株割合が 5%を超えていること 。

ケース 1の場合、代表者の妻である甲は、商法上の役員でもなく 、A社の株式も全く所有していませ

んが、前記①~③に掲げる株主グループの判定上は、たとえその甲自身がその会社の株式を所有してい

ない場合であ っても、甲の特殊関係者、つまり、甲の夫である A社の代表者が株式を有している限り、

甲はその株主グループに所属するものとされています (基通 9-2-4)。
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次に「経営に従事している」とは実質判断によりますが、その者が事業計画、人事その他法人として

の意思決定を要する事業運営上の重要事項について、自ら決定を下し、またはその決定に参画するなど、

法人の枢機に参画している場合は、経営に従事しているものと判断されます。

従って、ケース 1の場合、配偶者がA社の株式の60%を所有しているため前記の要件を満た しており、

しかも、甲は事業運営上の重要事項について決定するなど実質的に経営に従事 していると認められその

結果、甲はA社の役員とみなされ、甲に支給した賞与の損金算入が否認さ れたものです。

役員賞与は、会社の業績に応じ本来株主に帰すべき利益のうち、株主の同意 (株主総会等の決議)を

得て役員に与えられる利益の処分であると考えられており、役員に対して支給する賞与は、損金の額に

算入されないこととされています(法35)。

一方、役員退職給与は、退職給与規程に基づいて支給されるもので、あるかどうかを問わず、また、そ

の支給の名義のいかんにかかわらず、役員の退職に伴い支払われる一切の給与をいい、損金経理しなか

った金額および損金経理した金額で不相当に高額な部分の金額は、損金の額に算入されないこと とされ

ています (法36)。

ケース 2の場合は、法人が役員等に対して金銭以外の権利その他経済的利益の供与をした事例です。

この場合、その経済的利益の供与は役員等に対して給与を支給したと 同様の経済的効果をもたらすこ

とから、給与として取り扱われることになりますが、そのうち定期的なものは報酬に、臨時的なものは

退職給与に該当するものを除き賞与と して取り扱われます(基通 9-2 -10、9-2 -16)。

ケース 2の場合、B社は、代表者が負うべき債務を肩代わりし、 X社の債権者に支払ったのですから、

B社は代表者に対して債権が生じたことになります。それを貸倒損失として処理したのですから、債権

を放棄したことになります。

従って、貸倒損失として処理した金額は、代表者に経済的利益を与えたことになり 、臨時的な もので

すので賞与になります。
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IE ド バ イ ス |①法人が役員に対し固定給のほか歩合給、能率給、または超過

~伊戸時叫印刷| 勤務手当(使用人兼務役員に対するものに限られます)を使用

人と同一の基準で支給する場合は報酬 となるが、前月の売上高に応じて支給するような場合は、売上

高に関係なく支給される給与の額を超えるものは賞与となるので留意する必要がある (基通 9-2-

13、9-2 -15)。

② 役員賞与と認定された給与の源泉所得税額を、

税額は、その役員に対する給与(賞与)となるので、

法人が租税公課勘定で支出している場合には、その

さらに源泉所得税の課税対象となる。

合同新年賀詞交歓会に出席

恒例の全法連、東法連合同の賀詞交歓会が去る 1月l3日、

東京 ・帝国ホテルで開催されました。町田法人会からは三橋

会長、鈴木副会長、岩波総務委員長、森税制委員長、杉浦研

修委員長が出席、署からは小野寺副署長が出席されました。

第一部は政治評論家・屋山太郎氏の 「竹下新政権の課題」

と称する講演、第二部の賀詞交歓会は出席者 500名という盛

大なものでした。

昭和63年

講
師
は
政
治
評
論
家
の
屋
山
太
郎
氏
、

竹
下
政
権
の
課
題
に
つ
い
て
語
る
。

にご注意

納税者の依頼による税務代理、税務書類の作成、税務相談などの業務は税理士法によ って

税理士の資格のない人はできないことにな っています。

資格のない人が税務書類の作成などの税理士業務を行 うことがありますが、このような、

r (こせ税理士」は法律に違反するばかりでなく、納税者の皆さんに迷惑をかけることになり

「にせ税理士」

ます。

したがって、税務書類の作成の依頼は、正規の“税理士"にしまし ょう。

税理士についてのお問合せは、税務署総務課または税理士会へどうぞ。

町田市中町 3-4-2

東京税理士会町田支部

fi 0427 (29) 0 7 7 7 

町田市中町3-3-6

国税務署

fi 0427 (28) 7 2 1 1 

田T
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l部会だより 婦人部会|

お料理講習会に参加して

町田北第二地区幹事佐 瀬 さち子

昨年の12月21日開催された料理講習会は「ここ

ろのこもった手料理で明るい年を迎えましょう 」

との先生のお話しから始まりました。教えていた

だいたのは、 「穂わ らぴいかJ r肉巻きゴボー」

「たまり煮こんにゃく J r身巻き推茸J rスモー

クサーモンの冷製J r花きんかん」の 6種類を短

時間の内においしく作ることができ、試食しまし

た。どの材料も身近にあるものばかりで、おふく

ろの味といいましょうかとても食べやすく、どれ

もお正月には是非作って家族をよろこばそうとお

せち料理が楽しみです。

又、皆様も同様と思いますが忙しい毎日ですか 料理講習会も回を重ねるごとに参加者も増えている。

ら時間がかからなくておいしい物、そして温いこ 婦人部に入れていただき、講演会、研修会、議

ころのこもった手作りを家族には食べさせたいと 習会等々計画して下さり勉強させていただき感謝

苦心 しておりますので、とても 、参考になりました。 しております。

確定申告期の広報活動

2月16日-18日の 3日問、申告期のご協力と、

婦人部会員加入勧奨のための活動として、以前部

会で作りました、加入しましょう。というポケット

ティ ッシュにホ振替納税にご協力をかというチラシを

入れ、署の玄関で、 12名の役員の方々のご苦労に

より、申告を終えられた方に、お配りいたしました。

法人会、同婦人部会の PRにお役に立てたと思

います。

婦人部部会長 堤

講演会のお知らせ

敏子

3月29日 午後 1時30分より 町田税務署 3階大会議室にて

く女性は今.グ〉 八王子法人会婦人部会長 北村とよ 子氏

く改正税法のポイント〉 法人税第 l部門 渡部上席指導官

- 6 



催開の1為
喜三劇観

子

今回は、お席を30席用意したのですが、申し込

みが殺到し、お断わりする人も出てしまいました。

今後もこの様に、申し込みが殺到するようなよい

企画を立て、 研修会や講習会等開催していけたら

よいと思います。

敏堤婦人部部会長

婦人部会 5周年を記念して、兼ねてから皆様の

ご要望が多かった観劇会を、 2月4Bに開催いた

しました。当日は、明治座にて池内淳子の、花 く

れないの女。を鑑賞 し、みなさんたいへん感動し

て 「とてもよかった、又お願いします。」という声

がほとんどでした。

部会だより 源泉部会 I

税制改正説明会を開催

守

次いで、町田市役所細野市民税課長より 地方税

改正内容の説明と市税一般の歳入 ・歳出の状況に

ついて講演が行われました。

四ヶ所源泉部会部会長

改
正
税
法
の
説
明
会
。
写
真
右
は
四

ケ
所
源
泉
部
会
長
。
下
右
は
細
野
市

民
税
課
長
、
下
左
は
長
井
調
査
官
。

1月21日付ゑ 1時 30分より 町田税務署 3階会

議室において、 62年10月1日から改正された所得

税の内容について研修会を開催しました。

当日は新年明けの忙 しい時期でありましたが、

41名の参加者があり、税制改正に対する関心の高

さと給与担当者として知識向上への熱意が感じら

れて盛況でした。

開会に先だち、町田税務署法人税第一部門松永

統括官並ぴに部会長が挨拶し、スライド上映をト

ップに研修会に入りました。

渡部上席指導官 ・長井調査官からは、改正内容

のポイントについて、とりわけ新たに創設された

配偶者特別控除、給与所得者の特定支出控除、公

的年金等控除の各制度について資料を使ってくわ

しい説明がなされま した。

一一 7 一一

41名の参加者があった。



|部会だより 青年部会|

今年度を振り返って

今年度の部会活動を振り返ってみますと、 6月

に開催した 「同族会社の株式対策」についての税

務研修会を皮切りに多数の事業活動を実施してき

ました。 9月10日のゴルフ教室では、部会員の親

睦を図ることが出来、その後の部会活動に活発化

の傾向がみえたように思われます。

続く、 10月13日に行われた公開講演会では、講

師に三橋国民氏を迎え、氏の戦争体験から生ま れ

る「生きざ ま」が、その日集まった84名の参加者

に深い感銘を与えたのではないでしょうか。世の

中の仕組みにと らわれ、左の脳(技術的な面)を

使 うよう慣らさ れてしま った者に、思想的な働き

を持つ右の脳をうま く使い、新しい発想、や 、ひら

めき 。と それ らを支え る経験によ って企業経営に

役立てるという 提案は、 若い経営者にふ さわしい

ものと思います。

そして、 12月に開催した税務研修会 「わかり や

すい相続税」では、もっとも身近な税金として実

感の持てるものでありました。 しかし、それ以上

に相続の難しさも感じたのではないで しょうか。

そこで、 当部会では、相続につい て今後も研修会

を開催し、 少 しづっ掘下げて行こうと 考えており

ます。

また、 この度開催 します青年部会見学研修会で

は再ひ

三橋国民氏を講師に迎えた公開講演会。氏の戦争

体験を踏えた講演内容は深い感銘を与えた。

青 年 部 会 部 会 長 金 子 仙 太 郎

等を見学して来 ます。そして、今回初めての試み

として、車中ビデオ鑑賞 「マルサの女」を上映。

更に恒例でありました懇親会も思い切って取り止

めホテルニューオータニの展望 レストラ ンにて食

事をするにとどめ、部会員各自のn寺間的負胆を考

慮に入れ今回の様な企画で、新しい部会員の参加

を期待したわけであります。

きて、 2月9日に開催 した、定例三役会にて、

来年度の事業計画について基本的に本年度事業を

踏襲しつつ更に充実したものを計画、ひとりでも

多 く参加で きる、魅力ある部会にむかつて努力し

ていきますので、ご協力をお願いしま す。

昨年12月に開催した税務研修会「わかりやすい

相続税」。 時節柄相続税については非常に関心

が高かった。

確定申告期

恒例の駐車場整理をお手伝い

確定申告期、恒例の税務署駐車場整理のお手伝い
をした。
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委

62事業年度もいよいよ新事業年度へのインター

パルゾーンを迎える頃とな りました。ここに恒例

ともなりました研修事業について若干ながら振り

かえらせていただきます。

まず固定的経常的事業の業務として担当いたし

ました決算法人税務説明会でございます。署ご当

局並ぴに税理士会のご協力のもとに逐月実施をさ

せていただきました。決算月の関係から出席者の

状況は一様で、はありませんが三月期の56社をT責点

として年間トータルで、前年対比25パーセ ント強の

出席者を得ることが出来たのでござい ます。

次に新設法人税務説明会でございますが、組織

委員会の会務の執行を連係補佐する立場で担当し

各月 実行をいたしました。年間 200社を凌駕す

る参加を数え、本会の啓蒙理解の為の貴重な側面

を担って参りました。

次いで初級実務簿記講習会の開講でございます。

毎回好評を拍し今回は57名の受講申込みを得たの

でござい ます。講師を税理士会町田支部に派遣を

お願いし、新進気鋭の川西京也先生を迎え6月4

日より週一回九回に亙り講座を開催してまいりま

した。夜間にも拘 らず出席率が高く 修了証書授与

者は46名を数えた ことからも、内容の充実撮 りを

推量いただけまし ょう。

引続き中級実務簿記講習会の開講をいたしまし

たが、 27名の申込をいただき 8月24日より九回に

及ぶ講座を実施し学究肌の村山正先生を派遣いた

だき講師をお勤め願ったのでございます。小人数

ならではの講義は実践的内容で好評でございました。

会

研修委員長杉浦信男

りお知らせ

さて、研修委プロパ一事業は地区別研修会並ひ"

に公開講演会の開催でございます。地区別研修会

は14!也区 5会場にて署ご当局の全面的ご協力と地

区会の主体性の中で企画され実施いたしました。

それぞれの地域事情を考慮、し内容を弾力的にした

運営が今次計画の特長でございました。税制改正

事項の説明、ビデオによる研修、に加えヒアリ ン

グ (懇談会)に貴重な意見や活発な質疑がなされ

地域に於ける法人会活動11の真理を垣間見た感を覚

税を知る週間に催された公開講演会。今年度は、

中国文学者・守屋洋氏の講演、 180名の参加者を

得て盛大に催された。

えたのでございます。実施会場を増やした (1会

場)関係を勘案しでも延べ200人を越える多数の

会員の参加を賜りましたことは地区会基盤の強化

の証左として評価されるのでございます。 地区役

員のご努力に感謝を申し上げる次第でございます。

税を知る週間協賛行事と しての公開講演会もよ

うやく定着の感がいたします。本年度は11月16日

ラポール千寿閣に於て中国文学者守屋洋先生を招

へいし盛大に開催いたしました。演題は中国古典

にみる指導者像一歴史に学ぶ経営の知恵一、氏の

著書や訳書を随所に引用して感銘深く質の高い講

演で聴衆を魅了されたのでございます。要旨に就

いては法人会報に掲載いたしましたので通覧いた

だけた方も多いと存じますが、一般参加者を含め180

名余心を洗われる充実したひとときを過ごしたの
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でございました。

税知識の普及、納税道義の高揚等のパブリシテ

ィ活動に当会としていさきかなりとも 一翼を担つ

地区別研修会は14地区 5会場で開催。延べ200名

の参加者を得た。

1込
Z三

た意義は深いものがございましょう。

時代の急速な変転、環境の変化に対応し会員の

ニーズが多様化し所在の把握が会務運営上大きな

ウエイ卜を占めることとなり、勢い研究活動の多

段階事業の執行が要請されることになるのではな

いでしょうか。この意味からもここ二年大和詮券

のトップセミナーに協賛をさせていただいており

ますが、この種のいわゆるジョイン卜事業の増加

の傾向にあると申せましょう。会員の要望を捉え

つつ慎重に委員会計画を検討して参る所存でござ

います。今次事業の執行の上で格別のご指導とご

協力に預りました署ご当局並びに円滑なる会務運

営の原動力とも申せます各位殿に厚く感謝をいた

しまして、甚だ簡単で、ございますが研修委員会よ

りの報告を終らせていただきます。

お知らせ

共済制度連絡協議会開催される

昭和62年度第 2回目の共済制度連絡協議会が、

去る 2月 5日(金)年前11時よりへ鳥円。にて開催

されました。

当日は法人会側より、 三橋会長、石井副会長を

はじめ各委員、制度受託会社より、大同生命保険

相互会社、 A IU保険会社の皆様のご参加を得て

古津協議会会長、 三橋法人会会長の挨拶の後、大

同生命岡田町田営業所長よりご挨拶をいただきま

した。 3氏とも各々の立場で法人会と受託会社の

厚生委員長古漂

連携を強化し、会員企業と万一の時の保障と法人

会の財政基盤の確立の一助として各種制度のより

一層の推進に努めることを強調されました。

つづいて各種制度について、それぞれの加入率

が東法連傘下法人会の中において優秀な成績を収

め、特に 「特定退職金共済制度」 については好成

績を収め、東法連より表彰を受けた旨の報告があ

りました。又、併せて今後の推進方法の説明が受

託会社よりありました。

にせ税務署員にご用心

いかにも、税務署や法人会等と関係があるかのような話しぶりで入会金を取ったり、高額

な本(テキスト)を売りつけたりする業者が横行し、被害にあっている新設法人の方が頻繁

に発生していますので、ご用心ください。

税務署や法人会では、虚偽あるいは誤認のおそれのある訪問販売には十分注意しておりま

すが、特に新設法人の皆さんは、よくお確かめください。

なお、不審に思われたら直接契約せず税務署や法人会に御相談ください。
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l税圏雲l翌日ら@川恒三~Iせ]
キミは鮮"力税務署員を志す皆さんヘ

税務職員になるためには、

⑫試験 国家公務員採用田種試験(税務)

高校卒業程度

。受験資格

。申込時期

18歳から20歳まで(来年の 4月1日現在)

7月上旬

，採用されますと、

O 税務大学校に入校し、東京大学教授等一流

のスタッフによる一年間の充実した研修が行

われます。(研修期間中も給与が支給されま

す。)

O 税務大学校卒業後は、勤務しながら、多く

の人が大学E部ヘ通学しています。

この他、大学卒業程度の方を対象とした国税専門

官の採用試験があります。

i事務局だより|
昭和62年度第 4同目(本年度最後)の会報発行

にあたり一言申しのべます。

記事内容に「今年度を振りかえって」という標

題が多くありますが、これは後ろむきすることで

'はなく、深く事業活動を反すうし、昭和63年度へ

の飛躍のためのものです O

法人会は、会員あっての組織でありますので、

会員相互の意思疎通をはかることが大切です。こ

詳しくは、最寄りの税務署又は東京国税局

人事第二課試験係へおたずねください。

東京国税局

電話 03-216-6811内線2059・2060

(11百和63年2月)

れには、どうしたらよいか。広報が重要な要素を

しめると思います。いかに情報化の時代でもその

情報をつかみ取らなければ意味がありません。小

さな情報でも大切なものがあります。

そこで、今後とも小さな情報も極力会報、法人

会ニュース等に掲載できるよう編集につとめたい

と思います。会員の皆様のご支援をお願い致しま

す。

く法人会会員シールをご利用下さい〉

11 

卜\~L の í(社)111 flll法人会会員」シールをご作じ

ですか? 切りとって図のように、中ftr書の所定

の位百にお貼リください。

齢I位置匝霊童霊'



従業員の福利厚生をはかって勤労意欲をたかめ

人材を確保して事業の安定成長をはかることを

目的とした制度です。

|こ|の|制|度|の|す|ぐ|れ|た|特|色|

*i卦金は?人月額20.000円まで全額損金(必要経費〉処理できます。

~ 
ノu

*将来夏払うべき多額の退職金を月々わずかの掛金で計画的に準備できますコ

女掛金はT口1.000円から20口20.000円まで加入できます。

*1年未満の退職でも結{寸金ガ支給されるので掛け培てになりませんO

〈過去勤務期間通算制度〉※新規加入事業所のみ適用されます。

|採l用lのlメ|リト;1/ト|

女被共済者の過去勤務期間を通算することにより¥さらに充実し疋退職金制度ガ確立できますo

*この取扱いlごよる掛金(週去勤務掛金)Ict全額ガ損金まだは必要経費に計上できます。

お問い合わせは・.

(財)東法違特定退蔵金共済会

〒160東京都新宿区坂町13-4・全法連会館内

電話(03)357-1641

取扱会社

大同生命保険相互会社

横浜支社厚木営業部町田営業所

=r'194町田市中町2-2-5
電話(0427)22 -5756 

司.

、

司.




